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蒼陵際バザーで垣間見た
SSH、SGHの成果
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　生徒の皆様、保護者の皆様におかれましては、いつも教
育後援会の活動にご理解と多大なるご協力を頂き、誠にあ
りがとうございます。
　詳細は５月の総会にてご報告致しますが、令和７年度に
於きましても皆様より多大な額の助成金を頂き、全額高校
に納入致しました。これもひとえに教育後援会役員を含め
皆様のご協力のおかげであり、この場をお借りして御礼申
し上げたいと思います。
　さて、いよいよ新校舎への移転まで残すところ1年程と
なり、今年の各種学校行事の日程前倒しや控え室の備品の
片付け依頼などのご連絡をいただいております。当会とし
ても早めに準備を進めなければと思っております。
　我々教育後援会では、昨年も文化祭（蒼陵際）にてバザー
を開催し、例年と同じ規模の売り上げを達成することが出
来ました。（※こちらも皆様のご協力のおかげであり、併せ
て御礼申し上げます。バザーの売り上げは生徒さんに必要
な物品の購入費等に充当致します。急なご希望でも、担任
の先生を通じて御相談下さい。）
　そのバザーでは、校舎移転の準備（片付け）の一環と思い
ますが、数年前より既に使わなくなった学校の備品を世話
役の先生などを通じてご提供頂き、バザーの商品として販
売させて頂いております。数年前、私も個人的に校章が印
刷された灰皿を購入したことがあります。学校のオフィ
シャルグッズが灰皿って時代は昭和ですね（笑）。今じゃ
考えられませんが、当校の前身の東工大附属工業高校時代
に社会人向けの専攻科（夜間）があったころは、ホームルー
ム棟の一階売店前も喫煙可のスペースだったことも今や
知る人は少ない懐かしい思い出です。が、私は吸ってませ
んでした、念のため（笑）。
　話が横にそれてしまいましたが、昨年のバザーでは旧華
道部（平成半ばで廃部）が利用していた花瓶や水盆など数
多く販売したのですが、文化祭二日目の日曜日に近隣にお
住まいの外国人ご夫婦が会場をお立ち寄りになり数点お
買い上げ頂きました。二日目にさしかかったこともあり、
我々は在庫を避けるために当初つけた値札よりだいぶ
ディスカウントしていたのですが、そのご夫婦は「売り上

げは寄付（donation）になるんでしょ？」と仰って定価で、
しかも持ちきれないぐらいの数を買ってくれました。そこ
でご主人がご自宅にキャリーバッグを取りに戻ることと
なり、台車に品物を乗せて校門までお送りする道すがら、
「この文化祭の事はどの様にお知りになったのですか？」
と尋ねたところ、奥様は「たまたま学校の前を通りかかっ
た時に、こちらの女学生さんに是非立ち寄る様に誘われた
んですよ。」とのこと。「英語で？」と聞くと「Yes, very 
fluent.（ええ、とても流暢でした）」とのお答えを頂きまし
た。それを聞いて大変感心すると共に嬉しくなり、お見送
りの後バザー会場に戻り役員の皆さんに、先程の外国人の
ご夫婦はウチの生徒さんが英語で勧誘した旨を伝えると、
「すごい！」「さすがSGH！」といった感嘆の声が上がりま
した。ある意味、一種の海外営業によって売り上げに貢献
して頂いた生徒さんに、この場を借りて感謝申し上げま
す。ありがとうございました！
　ご存じの通り、本校校内には今や当たり前の様に英語な
どで記載された課題研究のディスプレイが数多く掲示さ
れており、またSNSでは様々な国外での活躍が紹介され、
本校の生徒の皆さんは技術面はもとより英語力において
も通常の高校レベルを遙かに超えており、流石SSH、SGH
で学ぶだけあると感じます。加えて今回の一件や来校し
ていた交換留学生との交流、一般のお客さんへのご説明を
目の当たりにすると、言葉の壁も難なく越え、コミュニ
ケーション力や人間力も順調に培われている様に見えま
した。こうした能力を磨くにはカリキュラム云々よりも場
数をこなす、経験を重ねるといった事も重要だと思います
ので、その様な機会を増やすために出来ることがあれば、
お手伝いしていきたいと思います。

　教育後援会ではこれからも生徒の皆さんを支援してい
きたいと思いますので、保護者の皆様におかれましては、
引き続き我々の活動へのご理解ご協力の程、何卒よろしく
お願い致します。

Koenkai

教育後援会だより　東京科学大学附属

科学技術高等学校

教育後援会会長　伊本 淳平
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第17回 庭園見学会報告 清澄庭園

　清澄庭園とその周辺の清澄・白河一帯
は、江戸時代水路が発達し深川商人の町
として発展した地域です。白河の地名は
寛政の改革で知られる松平定信が白河藩
主であったことに由来し、庭園のすぐ隣
の霊厳寺に墓所があります。周辺には平

賀源内電気実験の地、曲亭馬琴誕生の地もあり、2025年の
NHK大河ドラマ「べらぼう」の登場人物に縁のあ
る場所にタイムリーな訪問となりました。
　清澄庭園は、泉水、築山、枯山水を主体に
した「回遊式林泉庭園」です。この造園手法
は、江戸時代の大名庭園に用いられたもの
ですが、明治時代の造園にも受けつがれ、清澄
庭園によって近代的な完成をみたと言われています。
　この地の一部は江戸の豪商・紀伊國屋文左衛門の屋敷跡
と言い伝えられています。享保年間（1716～1736年）には、

下総国関宿の藩主・
久世大和守の下屋敷
となり、その頃にあ
る程度庭園が形づく
られたようです。そ
の後、荒廃していた
時期もありました
が、明治11年、岩崎

弥太郎がこの邸地を買い取り、社員の慰安や貴賓を招待する
場所として庭園造成を計画。弥太郎の亡きあとも造園工事は
進められ、隅田川の水を引いた大泉水を造り、周囲には全国
から取り寄せた名石を配して完成しました。現在は東京都指
定名勝に指定されています。（一部、東京都公園協会より）

　当日は、一般の保護者の皆様、長谷川先生、増田先生、連
絡係の今田先生、武田先生と教育後援会の役員さんが参加し
合計48名となりました。教育後援会だよりの制作・印刷およ

びホームページの管理をお願いしている株式会社あ
おむしの八木様にもご参加頂きました。空は晴
れてぽかぽかと暖かく、二十四節気では小雪
にあたる日だというのに強い陽射しは季節外
れですらありました。風もなく青空のもと落
ち着いた時間を過ごすことができました。

　
　集合は例年より早く午後1時15分に清澄庭園正門。

各自チケットを購入後、入り口付近で全体写真を撮影しました。
庭園施設の大正記念館の石段をお借りして伊本会長より主催
挨拶をいただき、参加者各人も次々と石段に上りお子様の分
野別クラスや卒業年などを簡単に自己紹介しました。という
のも、参加者同士の交流を望む声があり、今年はグループ分
けを実施。A組からE組、2時からのボランティアガイドツアーに
参加する組と合わせて6組に分かれ順次見学を開始しました。

　入口から園内に入り木々の間の散策路を歩くと、早くも右
に左に名石が置かれています。木立の根元に立札がなければ
見落としてしまいそうですが、大きな石で「佐渡赤玉石」とあ
ります。日影でも赤茶色でひときわ目をひきます。雨に濡れ
るともっと鮮やかな赤になるのでしょう。
　先ほどの大正記念館の前庭を過ぎ、右手を見ると急に大き
く空が開けます。明るい庭園いっぱいに大泉水は広がり、対
岸には数寄屋造りの涼亭が池に突き出て浮かんでいます。岸
の周りの樹々、水鳥、中の島、空の雲までもが凪の池に鮮
明に映っています。紅葉にはまだ早いかと思われましたが、
大きな木の梢は色づき始めています。池の際にぽつん
と丸く真っ赤に見えるのは中の島のハゼノキで、
清澄庭園の紅葉の先陣を切っている木です。

　池の端に降り、北から時計回りに進んでいきます。平らな
巨石の船着石、飛び飛びに置かれた磯渡り、有難く名石の上
を歩きます。昔は隅田川から水をひき、潮の干満で水位が変
わったそうで、よりスリルがあったかもしれません。園路に
は岩崎家が自社の汽船を用いて全国から集めた石が配されて
います。伊豆磯石、生駒石、伊豆式根島石、備中御影石、讃
岐御影石、富士山を模した築山には富士の溶岩石。紀州の青
石では枯山水の枯滝。（水に濡れると青みが増すそうです）青
緑に白い筋が入りドロリと皺模様の伊予青石、阿波青石と青
石だけでも様々。黒く滑らかで伏す動物のようにも見える真
鶴石など、さながら諸国巡りのようです。
　対岸に見えていた涼亭（明治42年国賓として来日した英国
元帥キッチナーをもてなすために建てられ、昭和60年に全面

改築）までくると、裏手に芭蕉碑や花菖蒲田がある自由広場
がありました。長く行列になっての散策ですので近くの人の
様子しか分かりません。広場で後続を待ちながら自由に行き
来し、立ち話を楽しみました。まばらに再度出発し、今度は
池の西側を歩きます。高い木々に西日も遮られ陰の中から見

る池の景色はよりコントラストをもってはっき
りとします。庭園の周りのビルやマンショ
ンのコンクリートと石庭の石と相まって
面白い景観を作っていました。

　一巡後、最後の石橋を渡り小道を登る
と長瀞峡を見下ろす出口付近へ戻ってきま

した。目線の先にはたくさんの柘榴が実り、秋
の庭園散策の締めを祝ってくれているようでし
た。三々五々に集まり、会長より簡単な挨拶を
いただいて解散となりました。庭園見学会は元
役員の方や初めて教育後援会の
行事に参加される方にも来て頂
きやすい会かと存じます。今後
も親交を深められる会にしてい
きたいと思います。皆様のご協
力誠にありがとうございました。

副会長　永沼　和恵

　教育後援会の恒例行事で
ある庭園見学会は、今年で
17回目を迎え11月22日
（土）に江東区の清澄庭園に
て実施されました。清澄庭
園での庭園見学会は2014
年にも行っており11年ぶり
2度目の見学となりました。
前回の様子は教育後援会だ
より第16号に門馬副会長
（当時）の報告が載っており
ます。ホームページよりご
覧いただけます。
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今年（令和7年）の夏は記録的な猛暑となり、7月から9月にかけて連日のように気温が30度を超えました。
そうした中、夏休み前に体育館の外に設置していた製氷機（約20年間稼働）が壊れてしまい、助成金により新た
に製氷機を購入いたしました。夏休み期間を中心に多くの部活動が利用しており、生徒の安全を守るうえで欠
かせない設備として大変助かっております。また、音楽の授業で生徒が演奏する楽器（クラシックギター）や、
高校のロゴ入り椅子カバーなども助成金により購入し、大切に使わせていただいております。
学校を代表して教育後援会のみなさまに心より御礼申し上げます。
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今年度も文化祭期間中の10月11日（土）、12日（日）の2日間に
わたって、恒例の「教育後援会主催バザー」を開催いたしまし
た。皆さまからご提供いただいた品物で、1号館1階ロビーの
会場がいっぱいになりました。お客様も大勢お越しくださり、
大盛況のうちに終了いたしました。今年度の売上金額は
130,415円となりました。品物をご提供いただきました皆さ
ま、当日ご購入いただきました皆さま、厚く御礼申し上げます。

文化祭バザー

副校長よりお礼（記録的な猛暑） 副校長　早坂  健

これまでもバザーの売上金を活用し、除細動機（AED）
の設置 や、教材用の車椅子、レスキューセット、バスト
ロンボーンの購入など、生徒の安全や教育活動に役立
つ物を寄付させていただいております。これからも学
校と相談の上、活用させていただきます。

Koenkai バックナンバーは教育後援会のホームページでご覧いただけます。


